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令和８年第１回定例市会（２月議会）が閉会
２月17日に令和８年度神戸市各会計当初予算（案）が提案され、２月17日～
３月27日まで39日間に亘り審議して参りました。
令和８年度が初年度となる「神戸2030ビジョン」に掲げる施策を積極的に展
開することで、市民一人ひとりが幸せを実感できるまちづくりを進めるととも
に、果敢な成長戦略による投資の好循環を創出し、将来世代が過度な負担を背
負い込むことがない「持続可能な大都市経営」を実現するために、あらゆる角
度から本会議や予算特別委員会において審議し、令和８年度神戸市各会計当初
予算（案）並びに関連議案合計64議案を可決しました。

本会議場にて代表質疑を進行（２月25日）

こうべ未来市会議員団の代表質疑の一部を紹介します
多死時代における斎場の役割について

Q 多くの市民が利用する公営斎場が果たす役割は大きく、コ
ロナパンデミック時には広域で火葬を受け入れるなど鵯越

斎場の果たした役割は大きかった。多額の財政負担を要する斎場
整備について、国へ財政支援を要望していると聞いている。
これからの高齢化に伴う多死時代を迎え斎場の重要性が増す中、
低廉な料金を維持し、管理ノウハウ継承に向けて、官民の適切な
役割分担を行う必要があると考えるが見解を伺う。

A 本市では４か所の斎場はすべて公設であり、現在西神斎場
と有馬斎場の火葬業務については民間委託を行っていて、

レベルの高い遂行業務を求めている。
鵯越斎場については、地区60年を迎える2034年度から新しい斎
場として運営できるようにする予定であり、2026年度から建て
替えに向けた準備に着手していく。

ユース世代の育成について

Q 今後、KOBE♦KATSUの開始に伴い、経済的な事情や送迎
等の条件により希望する部活動ができない子どもたちが出

てきた場合、青少年会館やユースステーション、ユースプラザが
中学生の放課後の居場所として再注目されることが予想されるた
め、より充実したものにすべきと考えるが見解を伺う。

A 本市の将来を担うユース世代の居場所をつくり、その成長
につながる機会を提供していくことは重要であると考えて

いる。KOBE♦KATSUの開始後は、放課後の居場所の一つの選択
肢として、より多くの中高生に利用してもらえるよう、SNSなど
を活用した効果的な広報や交流イベントの活性化など、施設の更
なる魅力向上に努めてまいりたい。
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款別歳入予算の構成比 性質別歳出予算の構成比



『歩行者だまり』の対策工事が完了し安全性が向上

垂水小学校 令和８年度末までに運動場整備と併せてネットの設置をします

2026年3月号　No.12こうべ未来市会議員団ニュース

あ これ れれれ れれああ ここれれ れれ垂水区垂水区垂水区

令和７年１月９日に女性２人が電車と接触して死亡
するという悲しい事故が発生しました。現地は、踏切
を渡ってすぐの所に信号が設置されている横断歩道が
ありましたが、歩行者だまりが狭く、安全な待機場所
とは言い難い状態でした。そこで歩行者だまりを確保
するため、横断歩道を移設しスロープを設置しました。
これによって、安全な状態で信号待ちをすることがで
きるようになりました。

垂水小学校の校舎が完成し、新しい教室で子どもたちが元気に勉強
しています。
今後は、運動場の整備と同時に学校の外周の門扉等が無い部分全体
に約２ｍの進入防止柵を設置します。
次に、その内側（運動場側）に８ｍの高さの防球ネットを設置しま
す。
（西校舎の北側からＮＴＴから取得した土地のマンション側まで、お
よび東側の道路に面した部分となります）

※ 現在、運動場は使用で
きない状況で、例えば、
令和８年度の運動会な
どは平磯スポーツガー
デンを使用する予定に
なっています。令和８
年度末までの完成を目
指して工事が進められ
ています。

（事故内容）
神戸市垂水区の山田川西踏切（西川下踏切）において、令和７年１月９日
に女性２人が電車と接触する死亡事故が発生。
（対策内容）
『歩行者だまり』を確保するため、横断歩道を移設しスロープを設置。
（工事時期）
令和７年11月10日（月）～令和８年２月19日（木）

『歩行者だまり』が狭い
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※イメージであり、詳細な構造等は確定したものではありません。
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完成した垂水小学校




